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【手続補正書】
【提出日】平成30年3月19日(2018.3.19)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　活性物質としての硫黄および固体のイオン伝導性高分子を含み、かつ、前記高分子が室
温で１×１０-4Ｓ／ｃｍを超えるイオン伝導率を有する、陰極の電極。
【請求項２】
　高分子が電気絶縁性である、請求項１記載の陰極。
【請求項３】
　高分子が室温で１秒当り１×１０-11平方メートルを超えるリチウムカチオン拡散率を
有する、請求項１記載の陰極。
【請求項４】
　更に導電率を付加するために使用される導電性充填剤を含む、請求項１記載の陰極。
【請求項５】
　固体の、イオン伝導性高分子が、活性物質の少なくとも１粒子をカプセル封入する、請
求項１記載の陰極。
【請求項６】
　固体の、イオン伝導性高分子が、基材高分子と電子受容体とイオン源とを含む化合物、
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の反応体生成物から形成される、請求項１記載の陰極。
【請求項７】
　固体の、イオン伝導性高分子が、Ｌｉ＋群の存在下で酸化的にドーピングされる基材高
分子を含む、請求項１記載の陰極。
【請求項８】
　イオン源を含む化合物が、ＬｉＯＨ、Ｌｉ2Ｏまたはそれら２種の混合物のいずれかで
ある、請求項７記載の陰極。
【請求項９】
　基材高分子が「酸化される」ことができるものであり、そしてその基材高分子が共役高
分子である、請求項８記載の陰極。
【請求項１０】
　基材高分子が、ポリフェニレンスルフィド、液晶高分子、ポリエーテルエーテルケトン
（ＰＥＥＫ）または、３０％を超える結晶化度をもつ半晶質高分子、およびそれらの組み
合わせ物、を含む群から選択される、請求項記載７の陰極。
【請求項１１】
　電子受容体が、ジクロロジシアノキノン（Ｃ8Ｃｌ2Ｎ2Ｏ2）、ＴＣＮＥ（Ｃ6Ｎ64））
、三酸化硫黄（ＳＯ3）またはクロラニルおよびそれらの組み合わせ物、を含む群から選
択される、請求項７記載の陰極。
【請求項１２】
　陽極および陰極を含む電気化学電池であって、前記陰極が活性物質としての硫黄および
固体のイオン伝導性高分子を含み、かつ、前記高分子が室温で１×１０-4Ｓ／ｃｍを超え
るイオン伝導率を有する、電池。
【請求項１３】
　陰極の比容量が５００ｍＡ時／ｇを超える、請求項１２記載の電気化学電池。
【請求項１４】
　陰極の比容量が１０００ｍＡ時／ｇを超える、請求項１２記載の電気化学電池。
【請求項１５】
　陰極の比容量が１５００ｍＡ時／ｇを超える、請求項１２記載の電気化学電池。
【請求項１６】
　電池の電圧が１．０ボルトを超える、請求項１２記載の電気化学電池。
【請求項１７】
　陽極がリチウム、錫、ケイ素、黒鉛、またはそれらのあらゆる合金もしくは混合物、を
含む群から選択される、請求項１２記載の電気化学電池。
【請求項１８】
　電池が二次電池である、請求項１２記載の電気化学電池。
【請求項１９】
　陰極の比容量が１０００ｍＡ時／ｇを超える、請求項１８記載の電気化学電池。
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